
  

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウィルス感染症が爆発的に拡大し、ロッ

クダウン(都市封鎖)の措置が講じられていた欧米諸国

の規制が、徐々にではありますが緩和されつつあるこ

とが報道されています。 

日本においても、緊急事態宣言が発出される直前の

４月当初と比べ、状況は明らかに快方に向かっている

ように思われます。「出口戦略」が取り沙汰されるよう

になり、新たなフェーズに入っていることが私たちに

も伝わってきます。 

そんななか、５月４日政府の専門家会議は、新たな

感染者の数が限定的となった地域では再び感染が拡大

しないよう長丁場に備えて「新しい生活様式」に切り

替える必要があるとして具体的な実践例を示しました。 

新聞やニュース番組等で一度は目にしていることと

は思いますが、おさらいをしておきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そーしゃる 

感染防止の三つの基本を①身体的距離(ソーシャルデ

ィスタンス)の確保②マスクの着用③手洗いとしたうえ

で、さまざまな生活場面での具体的留意点をあげてい

ます。新型コロナウィルス感染症の拡大前の生活と比

べ、ずいぶん制約があるように思われます。時と場合

によっては提言どおりの様式に従うことができないこ

とも予想されますが、できるだけの手は尽くすように

しなければならないと思います(詳細は厚生労働省の HP 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_

newlifestyle.htmlを参照してください)。 

一部報道で、愛知県を含む 13 の特定警戒都道府県

以外の 34 県は、今週末にも一斉に緊急事態宣言が解

除される見通しであることが報じられました。感染者

が少ない県では、すでに学校が再開されたというニュ

ースも報じられています。 

緊急事態宣言が全国に拡大されたことを受けて愛知

県では、学校の臨時休校を５月３１日まで延長するこ

とを発表しました。４月２４日のことです。それから

２週間あまり。現段階では６月１日から学校を再開す

ることができそうです。来週２１日から月末までは、

「学校再開準備期間」として位置づけられています。

具体的な準備(何をどのように、どんな順番で等)の詳細

については、後日改めてお知らせしますが、以下のこ

とを念頭においておくようにしてください。 

・学校において感染リスクをゼロにするという前提

に立つ限り、学校に子供が通うことは困難であり、

このような状態が長期間続けば、子供の学びの保

障や心身の健康などに関して深刻な問題が生じる。 

・社会全体が、長期間にわたりこの新たなウィルス

とともに生きていかなければならないという認識

に立ち、学校における感染及びその拡大のリスク

を可能な限り低減しつつ段階的に実施可能な教育

活動を開始し、その評価をしながら再開に向けて

の取り組みを進めていくという考えが重要である。 
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